
・本研修は、障害福祉サービス事業所等の「管理者」等を対象とした虐待防止・権利擁
護研修です。

・対象としているのは、事業所の管理者、サービス管理責任者、虐待防止マネージャー
等、虐待防止対策にあたり、中心的な役割を担っていただく方です。本研修を受講した
管理者は、自事業所内の職員への虐待防止研修を行って下さい。（本資料、厚生労働
省資料（参考資料参照）、外部講師、事例検討等の方法による）
・本研修は、スライド画面の他、こちらのノートを参照してください。
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・障害者虐待防止法は、正式名称を「障害者の虐待防止、障害者の養護者に対する支
援等に関する法律」という。平成24年10月1日から施行されています。
・虐待防止法の目的と定義は、スライドのとおりです。
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・虐待防止法の目的は、虐待者を罰することや、虐待があった法人や事業所を罰する
ことではありません。（※虐待の内容によっては、刑事罰の対象になることや、社会福
祉法や障害者総合支援法に基づいた権限が行使されることはあります。）

・県としては、障がい者の支援について考えること、より良い施設運営につなげること、
障がい者の権利を擁護することが障害者虐待防止法の目的であると考えています。
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・障がい者虐待の類型の具体例として、厚生労働省からは、スライドの例が示されてい
ます。

・これをみると、多くの事業所、法人では「私の事業所では、法人では、このようなこと
は一切ない」「このようなことは、起こりえない」と思うでしょう。
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・しかし、管理者の皆さんには、どこにでも虐待の芽は生まれるという意識を持っていた
だきたいと思います。

・誰もが、「虐待はしてはいけない」ということはわかっている。絶対にしてはいけない、
起きたら大変、私が毎日指導しているのだから、私の事業所で虐待なんて起きるはず
がない。もちろんそのとおりですが、それだけを声高に言うと、虐待を否定する心理が
働きます。「虐待はない、してはいけない、起きるはずがない。」→これは虐待ではない
と否定する心理が形成されます。見て見ぬふりをしてしまうことを恐れてほしいと思い
ます。

・しかし、いつどこにでも虐待の小さな芽はある と考えることで、その小さな虐待の芽、
小さな権利侵害に敏感になることができます。小さな芽のうちに気づいてそれを摘みと
ることが大きな虐待にエスカレートさせないために必要なことです。

・支援のミスで相手を傷つけていることはないだろうか？そんな視点で、事業所内の支
援を振り返ってみてください。
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・では、どこからが虐待になるのか…
・虐待と適切な支援は「ここまでが白、ここからが黒」のようにはっきりとした境目がある
のではなく、その間には、グレーゾーンがあります。適切な支援とはいえないグレー
ゾーンは、「不適切な支援」です。

・日々の連続していく支援のなかではこのくらい良い、これがあたりまえ、でもいつしか
それがエスカレートしてしまうということがありがちです。グレーゾーンは虐待の芽、広
い意味で虐待です。

・利用者主体であるべき日々の生活の支援が、いつのまにが職員主体になってしまっ
ていることはないでしょうか？
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・日々の支援の中では、絶えず、グレーゾーンが現れます。

・虐待防止法や厚生労働省が示しているガイドライン（スライド６）は、最低限の取り決
めに過ぎません。法に触れなければよい、という考え方でよいのでしょうか？

・職場の同調圧力や、暗黙のルールに流されず、「適切な支援」について、常に考えて
いただきたいと思います。私が考える理想の支援とはどのようなものか、どのようなこ
とを不適切と考えるのか…。
・支援者として、規範、ルールや、モラル、そして美意識を自分の中に持っていただきた
いと思います。
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・最初から虐待をしようと思って、福祉の仕事を選ぶ人はいないはずです。

・しかし、日々の支援の中でうまくいかないこと、これでよかったのか？と悩むこと、思
わずイラっとしてしまうこと、カッとしてしまうことはあり得ます。それを「してはいけない」
と否定しているのではありません。グレーゾーンを否定しているのではありません。人
を支援するという仕事の中では、たえず、そういった迷いや葛藤が生まれると思います。

・生じてしまったグレーゾーン、不適切な支援を、適切な支援に転換していくにはどうし
たらいいか、よりよい支援にしていくにはどうしたらいいか？「だめ」「いけない」だけで
なく、より良い支援をするために、利用者の豊かな暮らしを実現するために何かできる
か…そういったことが語り合える職場づくりを、管理者の方にはしていただきたい。
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・事業所内での虐待が、なぜ起こるのか 要因として、本スライドのようなことが挙げら
れます。
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・本スライドは、平成30年度の障害者福祉施設従事者等における障害者虐待の対応
状況調査の結果です。全国で592件の虐待が認められました。
・特に赤丸で囲った虐待の発生原因を見ていただきたい。
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・発生要因として最も多いのが、教育・知識・介護技術等に関する問題です。

事業所では様々な職種の方が働いています。必ずしも、福祉や介護について専門的に
学んできた方ばかりではないでしょう。障がいの特性や対応の仕方を知らずに、わから
ずに支援した結果が不適切な支援、虐待に至ってしまうこともあります。

・次いで職員のストレスや感情コントロールの問題。対応や支援の困難さから、つい大
きな声で強圧的に指示をした、カっとして思わずこぶしを振り上げて威嚇してしまったな
どの例が挙げられます。

・次に、倫理観や理念の欠如。法人理念には、「障がい者の権利擁護」を謳っていても、
職員がそれを知らなければ、同じ方向を向いて支援ができないのではないでしょう
か？理念とは、「こうあるべき」という根本的な考え方のことです。法人全体でおなじ方
向に向かうためには、職員が自分の法人や事業所の理念を知っていることは、大切な
ことです。

・発生の要因としてこれらが挙げられているので、逆に言えば、これらを改善することが
虐待防止の取組である。管理者自らが講師となって、また、外部の専門講師を招いて、
また、研修に参加するなどの方法で、職員の人権意識、知識や技術向上、風通しの良
い職場づくりに取り組んでいただきたい。

14



・虐待の発生要因に、職員のストレスや感情コントロールの問題があるとお伝えしまし
たが、虐待防止の取り組みとして、怒りのコントロール（アンガーマネジメント）がありま
す。

・怒りの性質として、強いところから弱いところへながれるという性質があります。このこ
とから考えると、支援者の怒りは利用者に流れるということになります。特に親しい間
柄だと怒りが起こりやすい

・そのことをまず自覚して、怒りの感情を利用者の方に向けないという意識をもつことが
大切です。

・もちろん怒りの感情はわるいことではありません。自分の命が脅かされそうになったり、
理不尽なことに対して怒ったりすることは当然、必要なことです。でもその怒りの感情を、
弱い立場にある人、利用者の方に向けないようコントロールすることが必要です。

・怒りは、からだの防衛反応として湧いてくる。一瞬で湧き上がってくる、非常に衝動的
なもの。その衝動性を抑えられない、コントロールできないために虐待が起こることが
ある。怒りの感情が虐待に結びつかないようにコントロールすることが大切
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